
●毎月1・10・20日は市民交通安全の日 ●毎月1日は自転車交通マナーの日 ●毎月17日は青少年の日 

３月 

ＷＥＳＴ２１ コミ協だより ２００２．３ ＮＯ．２２ 

１（金） 春の火災予防運動（消防） 16（土） 広島市地区青少協会長研修会及び情報交換会 

（青協） 

２（土） 17（日） 

３（日） 耳の日 18（月） 

４（月） 19（火） 

５（火） 20（水） 市立小学校卒業式 

６（水） 21（木） 春分の日 

７（木） 消防記念日 22（金） 

８（金） 23（土） 世界気象デー 

９（土） 24（日） 

10（日） 市立中学校卒業式 

年少リーダー研修会説明会（子連） 
25（月） 電気記念日 

11（月） 26（火） 

12（火） 27（水） 

13（水） 28（木） 

14（木） 29（金） 年少ﾘｰﾀﾞｰ研修会県外研修 31日まで（子連） 

15（金） 30（土） 

31（日） 

団体略称名の見方 
体連 広島市学区体育団体西区連合会 

体指 西区(広島市)体育指導委員協議会 

女性 西区(広島市)女性団体連合会 

公衛 西区公衆衛生推進協議会 

青協 西区青少年健全育成連絡協議会 

更婦 西地区更生保護婦人会 

中推 広島中央交通安全運動推進隊 

西推 広島西交通安全運動推進隊 

消防 西消防団 

母親 西区母親クラブ連絡協議会 

民協 西区民生委員児童委員協議会 

子連 西区子ども会連合会 

Ｐ連 西区ＰＴＡ連合会 

老連 西区老人クラブ連合会 

保護 西地区保護司会 

平成14年1月14日（月）、井口とんど祭り実行委員会の主催 

で、井口とんど祭りが井口小学校グラウンドにおいて行われまし 

た。とても素晴らしい、見事なとんどでした。曇り空ではありま 

したが、暖かく天候に恵まれ（夕方から雨が降っていました。） 

風も無く、とんど日和でした。 

五穀豊穣、家内安全、無病息災を祈念し五日市八幡神社神主に 

よる祝詞、御払いの後、小学校６年生の年男、年女により点火し 

ました。竹が炭になるのを待って、持ってきたお餅を焼いたり、 

するめを焼いたり、ぜんざいやささ酒(かっぽう酒)の大盤振る舞 

いに参加した約千人の人達は大喜びのひとときでした。ふれあい 

作業所、かざぐるま舎、井口地区女性会、井口学区子ども会のバ 

ザーも盛況！今年もいい年になりそうです。 

広島市西区コミュニティ交流協議会だより ２００２．３ ＮＯ．２２ 

WEST21のホームページは 
http://www.west21.gr.jp 

発行･編集 西区コミュニティ交流協議会 

広島市西区福島町二丁目２­１ 
TEＬ (082)232­2111 E­mail： info＠west21.gr.jp 

男子の部 優勝 己斐学区本町三丁目子ども会 １５６回 

準優勝 三篠学区三滝町子ども会 ６６回 

三位 高須学区高須子ども会 ５２回 

女子の部 優勝 庚午学区庚午子ども会 ９６回 

準優勝 己斐学区本町三丁目子ども会 ７９回 

三位 己斐東学区己斐東子ども会 ７８回 

フリーの部 優勝 己斐学区本町三丁目子ども会Ｂ １６７回 

準優勝 己斐学区本町三丁目子ども会Ａ １１７回 

三位 高須学区高須子ども会Ｂ ７８回 

平成14年1月27日、西区ス 

ポーツセンターにおいて、冬 

季競技大会（長縄跳び）が行 

われました。 

西区内の小学校1年生から6 
年生までの子どもたちが参加 

し、12人が一つになって元気 

いっぱい跳びました。 

残念ながら賞には入らなかったけれども、大芝学区、南観音学区、山田学区、古田学区、 

井口学区、井口明神学区、己斐上学区、井口台学区もがんばりました。 

成績と跳んだ回数
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広報紙「広島市民と市政」 

昭和59年9月1日号から 

男明神島 （西区井口明神二丁目） 

おとこみょうじんじま 

宮島線井口駅は、もとは 

海端であった。電車の窓か 

ら手の届きそうなところ 

に、鳥居と祠（ほこら）と 

老松のある男明神島が見え 

ていた。そばの女明神島と 

併せて夫婦島と呼ばれてき 

た。

自然の織り成す美しい風 

景は、広島名勝の絵はがき 

に必ず加えられていた。満 

月に照らされて輝く金波銀 

波に、島影が黒く浮かぶ素 

晴らしい眺めは、古来、月 

の名所ともされてきた。 

「海水浴場の桟敷が、月見客でいっぱい 

になりましたよ。名月をめでながら、遅 

くまで酒を酌み交わしたもんですがの」 

と、お年寄りの思い出は尽きない。 

男明神島に神がまつられた歴史は古 

い。昔、厳島神社の用材がこの地に集め 

られ、印を付けて運び出されていたので 

刻印の明神といった。１８世紀末、新開 

地造成の時、己斐・旭山神社の分身がそ 

の守護神としてここに合わせまつられ、 

小己斐明神と呼ばれるようになった。子 

授けの神としても敬われ、子乞（ご）い 

明神ともいわれてきた。 

女明神島は、観光道路（現在の国道 

２号）敷設の際に姿を消した。男明神 

島も西部開発事業で消えかけたが、地 

元の強い要望で残されることになっ 

た。井口明神の公園の島がこれであ 

る。築山に池を巡らした回遊式庭園の 

ようだ。しかし、池の水は水路で引い 

た海水で、れっきとした海に浮かぶ島 

であり、満潮時には、いその香りが 

漂ってくる。 

静かな海面に美しい影を映していた 

鳥居は既になく（注）、祠が残るだけ 

だ。神様も井口・大歳神社に移られて 

久しい。だが、島は昔の面影を今にと 

どめ、明神の名は、新生の地の町名と 

して、いつまでも生き続ける。 

（注）現在、鳥居は復元されています。 
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事務局よせあつめ情報 

●芸予地震から１年 
まもなく芸予地震から１年が経過する節目にあたり、天満小学校において防災訓練を実 

施する予定です。大規模地震による被害を想定し、生活避難場所の開設、人命救助訓練な 

どを行うほか、消火や地震体験コーナーなどもあります。３月21日（木）午前９時半～正 

午（少雨決行）。 

「広島たこの会」のたこは1.2メートル間隔 

で500個の鯉がつらなって、600メートルとい 

う信じられないくらいの長さで泳いでいまし 

た。子供たちの力作のさまざまのたこたちも、 

いたるところで泳いでいました。 

広島市消防音楽隊の皆さんの 

演奏は、子どもたちも知ってい 

る歌で、「ルパン3世」「ドラ 

えもん」の歌などで、いっしょ 

になって歌っていました。 

広島市消防局はしご乗り同好 

会のみなさんのはしご乗りの妙 

技に、ため息と大かっさいが集 

まりました。 

消防団による一斉放水訓練は、太田川に向 

かい3～4人が一組になり５か所で一斉に放水 

されました。大迫力で放水されると、あたり 

がかすんできて虹が出てきてとてもきれいで 

した。 

地震体験コーナーでは、震度5から7まで体 

験していましたが、見ていて、ものすごい振 

動にびっくりしました。 

平成14年1月13日（日）、三滝町太田川放水 

路左岸河川敷（三滝橋上流）において、第31回 

火の用心たこ揚げ大会が開催されました。応募 

作品は自作品で、防火に関する標語や絵などが 

入ったものが受付けられました。表彰状、賞品 

が多数用意されました。


